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Vol.19

とびきりメロウな体験を
旧くて新しい街エンシニータスで。

いつでも僕たちを
West Coastに連れて行ってくれる
山下 達郎ディスコグラフィー。

カリフォルニアで人気の
ベスト携帯アプリ47!
新しいテイストが続々登場！
進化を続けるサンドイッチ。
初公開!!
Apple本社ビル。
カリフォルニアMOTOスタイル。

コージーな空間がそこにある。

カリフォルニア厳選ブティックホテル。
Cool Escapes
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ロビーの大きなガラス窓からは木々の緑と太平洋のパノラマビュー
が広がる。全体的に丸みのある家具がやわらかい印象を作る

プレミアムスイートの
大き目のバスタブとオ
ーシャンビューがうれ
しい。プライベートパ
ティオにソーキングタ
ブがあるお部屋も

WHITE WATER
Cool Escapes California Hotels

Special Thanks to WHITE WATER 
whitewatercambria.com
Photos /  Jonny Valiant, Shade Degges, Jessica Alexander
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タバーバラの間に位置するカンブリアは、
まだまだ手つかずのビーチラインや土地
がたくさん残る太平洋に面した小さな町
だ。ムーンストーンが漂着することから

そのような恵まれた環境の中に誕生した
のが、ホワイトウォーターだ。
　 黒でまとめられた外観はセントラル
コーストのゆったりとしたライフスタイ
ルを、洗練されたラグジュアリーな雰囲
気で表現している。さらに1970年代の
スカンジナビアンと、カリフォルニアで
花咲いたボヘミアン文化から影響を受け、
ビンテージとモダンテイストがうまくミ
ックスされているデザインとなっている。

 カリフォルニアの海岸沿いは数々の素
敵なビーチが南北に続き、そこにはそれ
ぞれ特徴のあるスモールタウンやコミュ
ニティが存在する。ビッグ・サーとサン

名前を取ったムー
ンストーンビーチ
は、絵画の様に美
しい背景を備えた
のどかで素敵な自
然に囲まれた場所。

デスク正面に飾ら
れたローカルアー
ティストたちの海
に因んだアートワ
ーク

ゲストルームはモノトーンで、カスタムタイル
の暖炉が程よいビンテージ感を出している

窓際のベンチも部屋毎にいろいろな表情がある
が、これはボヘミアン調だ

海岸線を走るムーンストーン・ビーチドライブ
沿いに建つ黒い外観が目印のロッジ

モダンカリフォルニアスタイルのお手本。
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リアでまとめられている。各部屋には厳
選されたローカルワイン、高級グロッサ
リーストア“Erewhon”ブランドのスナ
ックや職人技が光るグッズなどを取り揃
えているミニバーが設置されているのも
嬉しい。窓際のベンチに腰掛け読書に更
けるのもいいだろう。朝食にはローカル
ブランド“Honeyco”のコーヒーと作り
たてのペストリーが可愛らしいバスケッ
トに入って届けられる。
　カンブリアは、ビーチ、ハイキング、
アートの街として知られているが、16
㎞内陸に入った場所には、常にカリフォ
ルニアワインのトップワイン産地の１つ
に選ばれているパソ・ロブレスもある。
ここは世界的に有名な生産者から小さな
ブティック・ワインメーカーまで、250
軒近いワイナリーが軒を並べるセントラ
ル・コーストで注目のワイナリータウン

外観の黒に対してインテリアは白を基調
に明るくまとめ、ゲストを優しく包み込
んでくれる。やわらかな曲線デザインの
家具が置かれたロビーは、まるで自宅の
リビングにいる様なリラックスしたムー
ドが漂い、大きな窓からは海岸線を見渡
すことができる。
　カスタムメイドの家具やアートワーク、
ローカルアーティストの作品を多く取り
入れることで、ユニークなアイデンティ
ティを創り出す。25室というこじんま
りとしたホテルらしく、静かでゆったり
とした大人の時間を過ごすのにピッタリ
の空間といえよう。
　ゲストルームのデザインやインテリア
は少しずつ異なるが、モザイク・コンク
リートカウンターの洗面台、レトロな暖
炉、藍染のピローなどを配置し、まさに
ここ最近の“California Style”なインテ

だ。少し足を伸ばして、ワインテイステ
ィングなどをプランに追加するのもいい
だろう。

バーカウンターの壁のアーチもロビー全体のデザインと合わせたものだ。白い色調の部屋に黒の照明器具や家具を置い
た上品な内装。藍染のピローが海の色を連想させる。朝食にはローカルブランドのHoneycoコーヒとペストリーがかわ
いいバスケットに入って届く

レトロなデザインのミニフリッジの上に置かれたミニバーには厳選されたスナックや
アルコールが備わっている。カリフォルニアモダンスタイルには欠かせない、コンク
リート・テラッゾのカウンタートップも使われている

ロビー外に用意してあるLinusのBikeを
借りて、海岸線や町を散策してみよう。
洗練されたステキなサイン
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ロビーから続くホワイトトーンはそのまま
に、茶系や緑で落ち着くコーナーになって
いる


